
 

  

 

 

 

 

 

 

2/2（金）人権集会を行いました～いじめをなくそう～ 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

2/3（土）８年生がいばらきっ子郷土検定県大会で優秀賞を獲得！ 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

ペットボトルキャップの回収にご協力をいただきましてありがとうございました 

 

 

 
 

学校教育目標 人間力を高め、未来にはばたく児童生徒の育成 

学園だより  令和６年２月６日  第 29 号 みなみ学園義務教育学校 

合言葉    私たちの最上位目標は、子どもの幸せ 

 いじめは、相手の心や体を傷つける行為であることを理解するとともに、いじめをしない、させない、見過ごさない、見て見ぬふり 

をしないための実践力の基礎を培うことを目的にして、全校児童生徒で人権集会を行いました。児童生徒会長から、人権集会の趣旨説 

明があった後、まず、「人権〇×クイズ」を行いました。「Aさんから悪口を言われたから、Aさんの上履きを、Bさんが隠しました。 

これはいじめでしょうか。」というクイズでは、かなりの児童生徒が「いじめではない」と答えていましたが、「いじめられても仕返し 

をしてはいけません。」と説明されると、納得した表情をしていました。次の学校評価アンケートの結果では、「友達と協力して活動す 

るのは楽しいですか。」という設問に、低・中・高学年ブロックとも、ほぼ全員が肯定意見だったことを確認し、喜びました。最後に、 

児童生徒会役員の皆さんが、明るい学校にするために努力したいことを呼びかけました。 

 集会が終わって教室に戻り、各学年とも、人権集会の振り返りを行いました。１年生からも、「いじめている人がいたら『だめだよ』 

という」などという決意表明が見られました。このように、いじめ防止について、全校児童生徒で考える機会をもてたことが、とても 

うれしいです。集団の中の一人として、意見の違いがあっても、話合いをすることで折り合いをつける力も育てていきたいです。 

人権〇×クイズ 
学校評価「アンケート結果から 

明るい学校にするために 

努力したいことの呼びかけ 

社会福祉協議会から感謝状をいただきました 

 皆様のご協力により、１月 31 日まで回収してい

たペットボトルキャップの総重量は、なんと、64.5

㎏にもなりました！お届けした社会福祉協議会の

方が、とてもたくさん協力していただけたと言っ

て、感謝状をくださいました。皆様のご厚意に、心

から感謝申し上げます。 

人々に感動を与えた選手宣誓 

ゲストは森三中とおかずクラブ 

 いばらきっ子郷土検定は、自分たちが住んでいる茨城県や市町村の歴史、伝統・文化、
そして、現在の姿を楽しみながら理解し、未来の茨城を担う心豊かで、たくましい子ども
たちを育てることを目的にしています。11 月に実施した市町村大会には、県内の中学２
年生（本校は８年生）21,500 人が参加したとのことですが、笠間市代表のみなみの子ど
もたちは、県大会で素晴らしい活躍を見せました。塩田空璃さんの選手宣誓は、魂がこも
っていて、人々に感動を与えるものでした。また、仲間を信じて戦いに臨む姿は実に素晴
らしく、子どもたちを誇りに思いました。見事準決勝に進出し、優秀賞を獲得した子ども
たちは、みなみ学園に新たな歴史をつくりました。  



 

1/19（金）後期課程保護者学校説明会＆1/31（水）新入学保護者学校説明会 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

1/31（水）２年生が茨城大学教育学部附属小学校２年生と交流しました 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 新入学並びに後期課程開始まで、あと

２か月ちょっとになりました。令和６年

度の新入生は、今のところ 22 名を予定

しています。令和６年度のみなみ学園

は、児童生徒数が、令和５年度より 15 名

ほど多い人 198 名でスタートします。 

 まず、後期課程保護者説明会では、保護者の皆様に、「中学校（後期課程）は、とて

も楽しいということ。ただ、多感な時期を迎える子どもたちの話をよく聞いてほしい。」

ということをお伝えしました。また、新入学保護者説明会では、「現在の一年生は、話

している先生や友達の方を見て、しっかり話を聞く習慣を身に付けたことで、どんどん

できることを増やしていきました。ご家庭のお子様にも、話を聞くことの大切さを何度

でも話してください。」とお伝えしました。右の写真は、１年生の授業風景の一コマで

す。話をしている友達の方を向いて、しっかり話を聞けていて素晴らしいと思います。 

  

 

  

 

 

 

 

みなみ学園の２年生は、茨城大学教育学部附属小学校の２年生 

と毎年交流を行っています。１月 31 日、附属小学校の２年生は、 

水戸駅から笠間駅まで電車でやってきました。そして、笠間駅か 

ら歩いてみなみ学園へ。みなみ学園の２年生は、昇降口の外に出 

て、附属小学校２年生の到着を今か今かと楽しみに待っていまし 

た。待ちに待った交流会では、両校ともタブレットを使って学校紹介したり、名刺交換をしたり、学校探検をしたりしました。それ

ぞれが学校の文化や伝統を大事にしながら生活していることを子どもたちは学ぶことができたと思います。すっかり打ち解けて仲良

くなった子どもたちですが、２月 21 日（水）に、今度は、みなみ学園の２年生が、附属小学校を訪問する予定です。交流の日が、待

ち遠しいです。 

１年生が凧揚げを 
楽しみました 

生活科の学習で作った凧を揚げま
した。はじめはうまくいかない様子で
したが、慣れてくると、凧は風に乗っ
て、高く揚がり、子どもたちから歓声
が上がりました。 

暦の上では、春を迎えています。夢
や希望があふれる暖かい春の訪れ
を、子どもたちとともに、楽しみにして
います。 

１月 24 日のとても風が強い日の夜、本校の国旗掲揚ポールが根元からポッキリと折れていました。車がバックした際、ポールに

接触してしまったようです。現在、警察の方が状況を調べてくださっています。ご心配をおかけしました。   （文責：野尻） 


